
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

○
第
三
一
四
回

二
〇
一
四
年
六
月
一
九
日

(

木)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

放
射
能
災
害
課
の
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
規
定

要
因
―
原
発
事
故
後
の
福
島
県
中
通
り
九
市
町
村
の
親
子
の

生
活
・
健
康
調
査
か
ら
―｣

成

元
哲

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

松
谷

満

(

本
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授)

○
第
三
一
五
回

(

英
連
邦
研
究
部
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
四
年
七
月
一
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

海
外
で
日
本
に
つ
い
て
語
る
こ
と
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立

大
学
日
本
研
究
学
科
の
現
状
とB

eyond
the
W
estern

L
iberal

O
rder

の
紹
介｣

中
野

涼
子

(

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
日
本
研
究
学
科

准
教
授)

○
第
三
一
六
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
四
日

(

火)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
医
療
法
制
の
研
究｣

鈴
木

哲
造

(

国
立
台
湾
師
範
大
学)

○
第
三
一
七
回

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
日

(

火)

一
七
時
半
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

南
ア
フ
リ
カ
、
ン
デ
ベ
レ
社
会
の
壁
絵
文
化：

民
族
意
識

と

『

伝
統』｣

亀
井

哲
也

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

(

二)

学
術
講
演
会

○
第
一
回

二
〇
一
四
年
九
月
三
〇
日

(

火)

一
八
時
よ
り

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
〇
六
〇
三
教
室

｢

何
が
排
外
主
義
を
生
み
出
す
の
か｣

樋
口

直
人

(

徳
島
大
学
准
教
授)

○
第
二
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
四
日

(

金)

一
三
時
一
〇
分
よ
り

九
号
館
二
階
九
二
一
教
室

｢

ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定

(R
eC
A
A
P
)

に
基
づ

く
情
報
共
有
セ
ン
タ
ー

(ISC
)

の
設
立｣

松
本

孝
典

(

海
上
保
安
大
学
校
准
教
授)

○
第
三
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
〇
日

(

月)

一
五
時
三
〇
分
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
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｢

大
学
改
革
と
学
問
の
今
後｣

猪
木

武
徳

(

青
山
学
院
大
学
特
任
教
授)

○
第
四
回

(｢

公
文
書
管
理
制
度
の
国
際
比
較｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
四
年
一
二
月
九
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

イ
タ
リ
ア
の
地
方
文
書
館
の
多
様
性
と
特
色｣

ド
リ
ッ
ト
・
ラ
イ
ネ
ス

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
人
文
学
科

准
教
授)

(

三)

研
究
部
会

○
台
湾
研
究
部
会

・
調
査

二
〇
一
四
年
八
月
二
七
日

(

水)

〜
九
月
一
七
日

(

水)

国
史
舘
台
湾
文
献
館

台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
の
編
纂
に
関
す
る
調
査
作
業

・
学
会
発
表

二
〇
一
四
年
八
月
二
八
日

(

木)

〜
二
九
日

(

金)

国
史
舘
台
湾
文
献
館

台
湾
総
督
府
文
書
学
学
術
研
討
会
発
表
者
と
し
て
招
聘

○
ロ
シ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
八
五
回

二
〇
一
四
年
五
月
一
三
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
の
伝
統
的
宗
教
セ
ク
ト
と
そ
の
現
状
に
つ
い
て
―

古
儀
式
派
と
の
比
を
含
め
て｣

安
村

仁
志

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
八
六
回

二
〇
一
四
年
七
月
二
二
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

聖
キ
リ
ル
・
ベ
ラ
ゼ
ー
ル
ス
キ
ー
の
修
道
院
規
則｣

田
辺

三
千
広

(

社
会
科
学
研
究
所
特
任
研
究
員)

◆
第
八
七
回

二
〇
一
四
年
九
月
一
六
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
語
に
お
け
る
野
鳥
名
の
言
語
文
化
的
観
察｣

佐
藤

規
祥

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
八
八
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
一
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
語
の
軟
音
符

(

ь)

で
終
わ
る
単
数
名
詞
形
と

そ
れ
に
対
応
す
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
語
形
の
文
法
性
に
関
す
る
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一
考
察｣

清
水

守
男

(

社
会
科
学
研
究
所
特
任
研
究
員)

◆
第
八
九
回

二
〇
一
五
年
一
月
一
三
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

一
九
世
紀
ロ
シ
ア
詩
に
お
け
る
死
の
イ
メ
ー
ジ｣

山
路

明
日
太

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
九
〇
回

二
〇
一
五
年
三
月
一
〇
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢『

ソ
連
型
社
会
主
義
崩
壊
↑
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義』

論
を

め
ぐ
っ
て｣

松
田

昇

(

本
学
名
誉
教
授)

○
英
連
邦
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
四
月
二
八
日

(

月)

一
八
時
よ
り

一
四
号
館
五
二
五
研
究
室

英
連
邦
関
連
資
料
調
査
報
告
並
び
に
検
討
会

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
六
月
二
日

(

月)

一
八
時
よ
り

一
四
号
館
五
二
五
研
究
室

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
張
の
ご
報
告

今
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

◆
第
三
回

(

定
例
研
究
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
四
年
七
月
一
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

海
外
で
日
本
に
つ
い
て
語
る
こ
と
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国

立
大
学
日
本
研
究
学
科
の
現
状
とB

eyond
the

W
estern

L
iberal

O
rder

の
紹
介｣

中
野

涼
子

(

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
人
文
社
会
学
部
科

准
教
授)

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
二
月
三
日

(

火)

一
五
時
三
〇
分
よ
り

一
四
号
館
五
二
五
研
究
室

英
連
邦
研
究
叢
書
出
版
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

・
調
査

二
〇
一
五
年
三
月
一
七
日

(

火)

〜
三
月
三
一
日

(

火)

韓
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
英
連
邦
の
一
員
と
し
た
朝
鮮
戦
争
、

な
ら
び
に
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
米
軍
に
協
力
し
て

参
戦
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
記
憶
、
反
戦
運
動
の

調
査

○
東
ア
ジ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五
日

(

火)

一
八
時
よ
り
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社
会
科
学
研
究
所
所
室

研
究
課
題
と
研
究
調
査
に
つ
い
て
の
検
討

・
調
査

二
〇
一
五
年
一
月
八
日

(

木)

〜
一
二
日

(

月)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
占
領
期
の
歴
史
的
調
査

(

四)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
公
文
書
管
理
制
度
の
国
際
比
較

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
五
月
一
三
日

(
火)
六
時
三
〇
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
今
年
度
の
計
画

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
七
月
五
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

地
方
公
文
書
管
理
制
度
の
形
成
と
そ
の
実
際
―
相
模
原

市
の
と
り
く
み｣

佐
藤

正
五

(

元
相
模
原
市
総
務
局
総
務
部
情
報
公
開

課
長)

◆
第
三
回

二
〇
一
四
年
七
月
八
日

(

火)

一
八
時
四
〇
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
豊
田
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

・
今
後
の
計
画

◆
第
四
回

二
〇
一
四
年
七
月
二
四
日

(

木)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
豊
田
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て

◆
第
五
回

二
〇
一
四
年
九
月
二
三
日

(

火)

一
八
時
一
五
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
豊
田
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て

・
科
研
費
の
申
請
に
つ
い
て

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
に
つ
い
て

◆
第
六
回

二
〇
一
四
年
九
月
二
九
日

(

火)

よ
り
一
九
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
講
演
会
に
つ
い
て

・
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

・
科
研
費
申
請
に
つ
い
て

◆
第
七
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
七
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
〇
六
〇
一
教
室

｢
豊
田
市
の
公
文
書
管
理
に
つ
い
て｣
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内
藤

千
枝

(

豊
田
市
役
所
総
務
部
文
書
担
当)

◆
第
八
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
八
日

(

火)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

◆
第
九
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
四
日

(

火)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
講
演
会
に
つ
い
て

・
豊
田
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

◆
第
一
〇
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
七
日

(
月)

一
九
時
よ
り

福
岡
県
博
多
市

・
豊
田
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て

◆
第
一
一
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
六
日

(

水)

九
時
三
〇
分
よ
り

豊
田
市
役
所

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

・
ラ
イ
ネ
ス
氏
講
演
会
に
つ
い
て

◆
第
一
二
回

(

学
術
講
演
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
四
年
一
二
月
九
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

イ
タ
リ
ア
の
地
方
文
書
館
の
多
様
性
と
特
色｣

ド
リ
ッ
ト
・
ラ
イ
ネ
ス

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
人
文
学

科
准
教
授)

◆
第
一
三
回

二
〇
一
四
年
一
月
六
日

(

火)

一
四
時
四
〇
分
よ
り

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
〇
八
〇
五
教
室

｢

も
う
ひ
と
つ
の
Ｎ
Ｓ
Ａ｣

水
谷

瑛
嗣
郎

(

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院)

◆
第
一
四
回

二
〇
一
四
年
一
月
一
三
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

◆
第
一
五
回

(

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日

(

土)

一
三
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

わ
が
国
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
と
課
題

各

国
比
較
を
踏
ま
え
て｣

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
五
日

(

土)

〜
一
八
日

(

火)

佐
賀
県
公
文
書
館
・
福
岡
県
共
同
公
文
書
館

佐
賀
県
お
よ
び
福
岡
県
の
公
文
書
管
理
に
関
す
る
調
査
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◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
三
月
一
五
日

(

日)

〜
三
一
日

(

火)

ド
イ
ツ

(

ド
レ
ス
デ
ン
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ)

・
イ
タ
リ
ア

(
ベ
ッ
ル
ー
ノ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ロ
ー
マ)

ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
各
国
各
地
方
の
公
文
書
管
理
に

関
す
る
調
査

○
大
学
と
地
域
社
会
の
連
携

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
五
月
二
二
日

(

木)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

予
算
の
使
い
方
・
出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
九
月
一
三
日

(

土)

〜
一
四
日

(

日)

猿
投
温
泉
金
泉
閣

出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
三
回

二
〇
一
四
年
一
二
月
三
日

(

水)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

出
版
打
ち
合
わ
せ

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
九
月
一
四
日

(

日)

〜
一
五
日

(

月)
猿
投
温
泉

出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
七
日

(

月)

東
京
高
島
平

大
東
文
化
大
学
お
よ
び
み
ら
い
ネ
ッ
ト
高
島
平
視
察

◆
第
三
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
二
日

(

土)

〜
二
三
日

(

日)

東
京
三
田

慶
応
大
学
に
て
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
関
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
一
月
三
〇
日

(

金)

〜
三
一
日

(

土)

東
京
秋
葉
原

オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
ジ
ャ
パ
ン
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
会
議

参
加

◆
第
五
回

二
〇
一
五
年
二
月
一
日

(

日)

東
京

明
治
大
学
に
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
研
究
会
に
出
席

◆
第
六
回

二
〇
一
五
年
二
月
二
〇
日

(

金)
大
阪
市
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ア
ジ
ア
プ
レ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◆
第
七
回

二
〇
一
五
年
三
月
七
日

(

土)
千
葉
市

ち
ば
地
域
再
生
リ
サ
ー
チ
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◆
第
八
回

二
〇
一
五
年
三
月
一
五
日

(

日)

〜
一
六
日

(

月)

東
京

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◆
第
九
回

二
〇
一
五
年
三
月
二
三
日

(
月)

東
京

社
会
企
業
大
学
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◆
第
一
〇
回

二
〇
一
五
年
三
月
一
四
日

(

土)

〜
一
五
日

(
日)

豊
田
市

豊
田
市
消
防
本
部
に
て
調
査

◆
第
一
一
回

二
〇
一
五
年
三
月
一
七
日

(

火)

〜
三
一
日

(

火)

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

資
料
調
査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

○
日
本
の
境
界
地
域
論

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
七
月
一
一
日

(

金)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

海
洋
島
嶼
圏
・
沖
縄
の
振
興
を
め
ぐ
る
概
況｣

上
妻

毅

(

一
般
社
団
法
人
ニ
ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ワ
ー

ク
ス
代
表
理
事)

◆
第
二
回

(

学
術
講
演
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
四
日

(

金)

一
三
時
一
〇
分
よ
り

九
号
館
二
階
九
二
一
教
室

｢

ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定

(R
eC
A
A
P
)

に
基

づ
く
情
報
共
有
セ
ン
タ
ー

(ISC
)

の
設
立｣

松
本

孝
典

(

海
上
保
安
大
学
校
准
教
授)

◆
第
三
回

(

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
境
界
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
共
催)

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
六
日

(

水)

一
六
時
五
〇
分
よ
り

九
号
館
一
階
第
三
会
議
室

｢

書
評：

佐
道
明
広

(

本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

著

『

沖
縄
現
代
政
治
史』

(

吉
田
書
店
、
二
〇
一
四
年)｣

山
崎

孝
史

(

大
阪
市
立
大
学
教
授)
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・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
九
月
八
日

(

月)

〜
一
〇
日

(

水)
隠
岐
の
島
町
役
場
・
隠
岐
郷
土
館
・
隠
岐
自
然
館
・
と
っ

と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

竹
島
対
策
・
国
境
観
光
・
国
際
経
済
交
流
に
関
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
及
び
情
報
収
集

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
七
日

(

火)

〜
九
日

(

木)

隠
岐
の
島
町
役
場
・
隠
岐
の
島
町
図
書
館
・
隠
岐
ジ
オ
パ
ー

ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
隠
岐
海
上
保
安
署

隠
岐
の
島
町
政
・
国
境
観
光
・
国
境
警
備
に
関
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
及
び
情
報
収
集

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
三
月
二
三
日

(

月)

〜
二
七
日

(
金)

琉
球
新
報
社
本
社
・
与
論
町
役
場
・
与
論
町
立
図
書
館
等

在
沖
米
軍
基
地
再
編
問
題
・
国
境
警
備
・
境
界
観
光
に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
情
報
収
集

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
考
え
る
学
際
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
五
月
一
日

(

木)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
博
物
館
の
視
察
報
告

二
〇
一
四
年
度
研
究
計
画
に
関
す
る
協
議

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
七
月
一
七
日

(

木)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
研
究
の
事
例
報
告：

一
九

七
二
年
札
幌
大
会
と
環
境
問
題
に
着
目
し
て｣

石
塚

創
也

(

中
京
大
学
大
学
院)

・
特
定
研
究
助
成
に
関
わ
る
研
究
協
議

◆
第
三
回

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
三
日

(

木)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
テ
キ
ス
ト
と
日
本

の
教
科
書
の
比
較
検
討｣

和
田

拓
也

(

中
京
大
学
大
学
院)

・
科
研
申
請
内
容
の
報
告

・
特
定
研
究
助
成
に
関
わ
る
研
究
協
議
そ
の
他

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
二
月
二
〇
日

(

金)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

・
出
版
物
の
企
画
と
今
後
の
工
程
に
関
す
る
研
究
協
議
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・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
二
月
一
二
日

(

木)

〜
一
八
日

(

水)
イ
ギ
リ
ス

二
〇
一
二
年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
文
化
オ
リ
ン
ピ

ア
ー
ド
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
資
料
収
集

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
三
月
一
五
日

(

日)

〜
二
五
日

(

水)

オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ

ン
・
ギ
リ
シ
ャ

オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ

ン
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
視
察
、
ギ
リ
シ
ャ
・

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
史
跡
調
査
、
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
協
会
訪
問
聞
き
取
り
調
査

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日

(

火)

〜
四
月
一
日

(
水)

札
幌

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
訪
問
調

査

○
竹
炭

(

人
工
知
能
高
等
研
究
所
・
体
育
研
究
所
・
社
会
科
学

研
究
所
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

・
研
究
活
動
お
よ
び
実
施
作
業

◆
第
一
回

二
〇
一
四
年
五
月
二
四
日

(

土)

あ
い
ち
健
康
の
森
プ
ラ
ザ

愛
知
炭
焼
き
の
会
に
お
い
て
研
究
報
告

◆
第
二
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日

(

木)

〜
三
一
日

(

金)

福
島
県
飯
舘
村
・
川
俣
町
・
二
本
松
市

放
射
能
汚
染
地
区
の
現
状
把
握
お
よ
び
実
際
の
除
染
作
業

の
視
察

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
月
四
日

(

日)

〜
一
九
日

(

月)

中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

竹
炭
作
成

(

五)

出
版

○
叢
書叢

書
36

『

文
化
の
継
承
と
現
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
展
開
―

技
術
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
伝
統
と
現
在
―』

二
〇
一
五
年
三
月
一
〇
日
発
行

叢
書
37

『

転
換
期
の
台
湾
史
研
究』

二
〇
一
五
年
三
月
一
五
日
発
行

○
紀
要

『
社
会
科
学
研
究』

第
三
五
巻
第
一
・
二
巻
合
併
号
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二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
発
行

(
六)
公
開
講
座

○
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

・｢
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
地
域
社
会
と
市
民
活
動

名
古
屋

市
周
辺
の
事
例
を
中
心
に｣

◆
第
一
回
〜
第
五
回

二
〇
一
四
年
五
月
一
三
日

(

火)

・
五
月
二
〇
日

(

火)

・

五
月
二
七
日

(
火)
・
六
月
三
日

(

火)

・
六
月
一
〇
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一
九
時
五
五
分

渋
谷

努

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
六
回
〜
第
一
〇
回

二
〇
一
四
年
六
月
一
七
日

(

火)
・
六
月
二
四
日

(

火)

・

七
月
一
日(

火)

・
七
月
八
日(

火)

・
七
月
一
五
日(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一
九
時
五
五
分

金

敬
黙

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

・｢

社
会
科
学
研
究
所
第
八
回
台
湾
史
研
究
講
座
日
本
統
治

下
台
湾
の
研
究｣

◆
第
一
回
第
二
回
第
九
回
第
一
〇
回

二
〇
一
四
年
九
月
二
五
日

(

木)

・
一
〇
月
二
日

(

木)

・

一
一
月
二
〇
日

(

木)

・
一
一
月
二
七
日

(

木)

一
六
時

四
〇
分
よ
り
一
八
時
一
〇
分

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

◆
第
三
回
第
四
回
第
六
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
九
日(

木)

・
一
〇
月
一
六
日(

木)

・

一
〇
月
三
〇
日

(

木)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一
八
時
一
〇

分

｢

植
民
地
台
湾
の
水
利
事
業
と
台
湾
公
学
校
の
国
語
教
材
―

あ
る
教
材
の
消
長
を
巡
っ
て
―｣

酒
井

恵
美
子

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
五
回
第
七
回
第
八
回

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日(

木)

・
一
一
月
六
日(

木)

・

一
一
月
一
三
日

(

木)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一
八
時
一
〇

分
大
友

昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

(

七)

そ
の
他

○N
E
X
T
10

行
動
計
画
関
連

中
京
大
学
先
端
研
究
機
構
準
備
会
で
の
審
議
を
経
て
二
〇
一

五
年
度
よ
り
先
端
共
同
研
究
機
構
の
立
ち
上
げ
が
決
定
さ
れ

る
。
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